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各支部総会を開催各支部総会を開催
2024年度活動がスタート2024年度活動がスタート

　

五
月
は
各
支
部
で
「
支
部
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
役
員
を
は
じ

め
、
活
動
方
針
や
予
算
な
ど
が
審
議

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
は
二
十
二
日
に
開
催
。

支
部
長
に
中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト

㈱
・
小
池
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
良
い
例
会
を
通
じ
て
、
仲

間
を
増
や
そ
う
！
」
と
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
「
共
に
創
る
次
世
代

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
ジ
ェ
イ
・

テ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
㈱
・
谷
川
氏
が
講

演
し
ま
し
た
。

　

高
崎
支
部
は
三
十
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
鈴
木
氏
が
再
選

さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
全
員　

前
の

め
り
！
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
例

会
で
は
「
経
営
筋
を
鍛
え
ろ
！
」
と

題
し
て
、
各
社
の
経
営
課
題
な
ど
を

交
流
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
崎
支
部
は
二
十
一
日
に
開

催
。
支
部
長
に
合
同
会
社
ユ
リ
ア
・

本
多
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
学
び
続
け
よ
う
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
社
員

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
な
ぜ
崩
壊

し
た
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
多

支
部
長
が
報
告
し
ま
し

た
。

　

桐
生
支
部
は
二
十
二

日
に
開
催
。
支
部
長
に

㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
周
藤
氏
が
再
選
さ

れ
、
活
動
方
針
を
「
学

ぼ
う
！
交
流
し
よ
う
！

仲
間
を
増
や
そ
う
！
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
経
営
目
標
交
換
会

を
実
施
し
、
参
加
者
全

員
が
経
営
目
標
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
は
二
十
四

日
に
開
催
。
支
部
長
に

㈲
神
保
商
会
・
神
保
氏

が
再
選
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
経
営
課
題
解
決

の
た
め
に
同
友
会
を
使
い
倒
そ
う
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
変
わ

ら
な
き
ゃ
変
え
ら
れ
な
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
㈲
小
板
橋
産
業
・
小
板
橋
氏

（
富
岡
安
中
支
部
）
が
自
身
の
経
営

体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
は
二
十
八
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
・
金

子
氏
が
再
選
さ
れ
、活
動
方
針
を「
経

営
者
の
責
任
を
果
た
す
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
恒
例
の
「
経
営
目

標
交
換
会
」
を
行
い
、
単
年
度
の
経

営
目
標
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
二
十
日
に
開

催
。
支
部
長
に
池
沢
自
動
車
整
備
工

場
・
池
沢
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
行
動
し
よ
う
、
一
歩
前
へ
」

と
し
ま
し
た
。第
二
部
例
会
で
は「
同

友
会
の
お
か
げ
で
今
が
あ
る
」
と
題

し
て
、
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス
・
田
村
氏

（
代
表
理
事
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
は
十
七
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈱
山
一
製
作
所
・
佐

藤
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
知
り
あ
い
学
び
合
え
る
仲
間
の
輪

を
広
げ
、
地
域
と
企
業
を
元
気
に
し

よ
う
!!
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
「
経
営
指
針
と
日
常
を
い
か
に
連

動
さ
せ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
Ｋ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
・
豊
田
氏
（
大
阪
同
友

会
）
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
各
支
部
と
も
新
年
度
役
員
一
覧
は

本
紙
次
頁
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
）
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各支部の活動方針
【前 橋 支 部】『良い例会を通じて、仲間を増やそう！』

【高 崎 支 部】『全員　前のめり！』

【伊勢崎支部】『あらゆる方法で学び続けよう』

【桐 生 支 部】『学ぼう！交流しよう！仲間を増やそう！』

【太 田 支 部】『経営課題解決のために同友会を使い倒そう』

【沼 田 支 部】『経営者の責任を果たす』

【渋川吾妻支部】『行動しよう、一歩前へ～仲間と共に楽しく成長～』

【富岡安中支部】『知り合い学びあえる仲間の輪を広げ、地域と企業を元気にしよう!!』

（
正
副
支
部
長
の
み
・
敬
称
略
）
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第
３
期
働
く
環
境
づ
く
り
勉
強
会

第
３
期
働
く
環
境
づ
く
り
勉
強
会（
第
１
回
／
オ
ー
プ
ン
例
会
）

（
第
１
回
／
オ
ー
プ
ン
例
会
）

経
営
労
働
委
員
会

長
・
青
山
拓
巳
氏
の
三
名
が
、
評
価

制
度
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
や

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
、
作
成
過
程

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
率
直
に
語

り
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
の
は
、
㈱Philosophy

×

A
rts

、
代
表
取
締
役
・
猪
瀬
慶
久
氏
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
＆
会
社
紹

介
に
続
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

猪
瀬
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
三
名
に
質
問
を

投
げ
掛
け
る
ス
タ
イ
ル
で
進
行
。
評

価
制
度
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
や
良

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
事
業
を

永
続
す
る
た
め
、
社
内
制
度
と
し

て
必
要
と
感
じ
て
い
た
」「
社
員
は

何
を
評
価
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
。
働
き
が
い
や
や
り
が
い
を
明

確
に
し
た
か
っ
た
」「
社
内
を
横
断

し
て
会
議
を
す
る
こ
と
で
、
部
署
間

の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
」「
仕
事

を
覚
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

た
。
特
に
若
い
社
員
が
積
極
的
に
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
・
苦
労

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
は

価
値
観
を
共
有
し
な
い
と
会
議
が
進

ま
な
い
」「
通
常
業
務
も
あ
り
、
な

か
な
か
メ
ン
バ
ー
の
予
定
が
合
わ
な

か
っ
た
」「
評
価
基
準
の
調
整
、
評

価
者
の
教
育
、評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
良
い
面
・

大
変
な
面
を
含
め
、
実
践
を
踏
ま
え

た
パ
ネ
ラ
ー
の
生
の
声
は
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
三
者

三
様
、
正
解
は
一
つ
で
は
な
く
、
会

社
に
よ
っ
て
違
う
」「
評
価
制
度
は

経
営
指
針
を
浸
透
さ
せ
る
手
段
に
も

な
る
。全
て
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」「
つ

く
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
」

「
働
く
環
境
を
社
員
と
一
緒
に
毎
年

見
直
し
、
時
間
を
掛
け
て
つ
く
り
上

げ
て
い
く
も
の
と
感
じ
た
」
な
ど
の

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
六
月
十
七
日
（
月
）、

同
友
会
事
務
所
会
議
室
を
会
場
に

「
第
一
〇
回
関
東
甲
信
越
青
年
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
山
梨
、
振
り
返
り

例
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
例
会
は
、
県
外
で
の
活
動
や
学

び
を
持
ち
帰
り
、
不
参
加
だ
っ
た
会

員
へ
の
共
有
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
を

行
い
、
学
び
の
定
着
と
経
験
値
の
蓄

積
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
会
員
の
熱
の
こ
も
っ
た
感
想

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
活
動
へ

生
か
さ
れ
る
反
省
点
も
数
多
く

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
行

事
毎
に
振
り
返
り
を
行
い
、
青

年
部
会
員
か
ら
支
部
例
会
や
他

の
同
友
会
活
動
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
企
業
×
学
生　

本
音
ト
ー

ク
」
は
、
六
月
十
九
日
（
水
）、

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。
第
七
回

目
と
な
る
今
回
は
、
運
営
に
携

わ
る
学
生
た
ち
と
の
打
合
せ
中

に
出
た
素
朴
な
疑
問
「
働
く
っ

て
な
に
？
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

ま
し
た
。
企
業
側
二
十
一
名
、
学
生

側
十
三
名
の
総
勢
三
十
四
名
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
働
く

こ
と
」
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換

を
行
い
、
世
代
間
で
変
わ
る
そ
の
意

義
や
目
的
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
数
多
く
の
学
生
さ
ん
が
企

画
運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
「
本
音

ト
ー
ク
」。
今
後
も
参
加
す
る
学
生

の
輪
、
企
業
の
輪
が
広
が
り
、
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

四
月
二
十
二
日
（
月
）、
同
友
会

事
務
所
・
会
議
室
を
会
場
に
「
第
三

期
働
く
環
境
づ
く
り
勉
強
会
（
第
一

回
）
を
開
催
。
前
年
度
も
好
評
だ
っ

た
経
営
労
働
委
員
会
設
営
に
よ
る
同

勉
強
会
は
、
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の

全
四
回
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
第
一

回
の
今
回
は
オ
ー
プ
ン
例
会
と
し
て

企
画
・
設
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明
に
続
き
、

「
社
長
と
社
員
で
つ
く
る
評
価
制
度
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
の
㈱
ア

イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム
、
代
表
取
締
役
・

戸
塚
美
秀
氏
、
㈱
成
電
工
業
、
部

長
・
山
田
和
重
氏
、
㈱
ビ
ッ
ト
、
課

青
年
Ｆ
振
り
返
り
例
会
・

青
年
Ｆ
振
り
返
り
例
会
・

企
業
×
学
生　

本
音
ト
ー
ク

企
業
×
学
生　

本
音
ト
ー
ク

青
　
年
　
部
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社員のエンゲージメント社員のエンゲージメント
はなぜ崩壊したのか？はなぜ崩壊したのか？

第39回伊勢崎支部総会

　

五
月
二
十
一
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
第
三
十
九
回
伊
勢

崎
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議
事
が

滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
後
、第
二
部
・

基
調
報
告
で
は
「
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
、
な
ぜ
崩
壊
し
た
の

か
？
～
自
身
の
思
い
込
み
と
女
性
幹

部
の
難
し
さ
～
」
と
題
し
、
合
同
会

社
ユ
リ
ア
、代
表
・
本
多
宏
弥
氏
（
伊

勢
崎
支
部
長
）
が
自
身
の
経
営
体
験

を
語
り
ま
し
た
。

　

社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上

に
注
力
し
、
一
時
期
は
他
社
も
う
ら

や
む
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き

た
は
ず
の
同
社
。
し
か
し
、
今
年
一

月
、
立
て
続
け
に
幹
部
社
員
か
ら
退

職
願
が
…
。
こ
の
緊
急
事
態
を
打
開

す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
な
ど
、
今
ま
さ

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
起
き
て
い
る
状

況
を
含
め
て
赤
裸
々
に
報
告
し
ま
し

た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自

社
で
も
起
こ
り
う
る
話
。
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
た
」「
社
長
と
社
員
の
意
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
痛
感
」「
経
営
者
の

責
任
。
経
営
者
が
学
び
続
け
る
し
か

な
い
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

第
三
部
・
懇
親
会
で
は
、
参
加
者

の
健
勝
と
会
員
企
業
・
伊
勢
崎
支
部

の
発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯
。
本
多
氏

の
同
友
会
ら
し
い
体
験
報
告
の
お
か

げ
も
あ
り
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に

相
応
し
い
支
部
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

同
友
会
の
お
か
げ
で
今
が
あ
る
！

同
友
会
の
お
か
げ
で
今
が
あ
る
！

変
わ
ら
な
き
ゃ
変
え
ら
れ
な
い

変
わ
ら
な
き
ゃ
変
え
ら
れ
な
い

第
20
回
渋
川
吾
妻
支
部
総
会

第
37
回
太
田
支
部
総
会

移
を
振
り
返
り
な
が
ら
報
告
し
た
田

村
氏
。
新
年
度
の
渋
川
吾
妻
支
部
活

動
方
針
「
行
動
し
よ
う
、一
歩
前
へ
」

に
な
ぞ
ら
え
、「
一
つ
行
動
を
起
こ

せ
ば
、
次
の
課
題
が
必
ず
見
え
て
く

る
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営

指
針
の
重
要
性
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

人
事
制
度
や
工
場
改
革
、
事
業
承
継

な
ど
の
各
種
取
り
組
み
を
紹
介
。
最

後
に「
同
友
会
は
全
て
が
学
び
の
場
。

ぜ
ひ
能
動
的
に
、
行
動
に
つ
な
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
投
げ

　

五
月
二
十
四
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
総
会
で
は
、第
一
部
・

総
会
議
事
で
㈲
神
保
商
会
、
専
務
・

神
保
豊
氏
が
支
部
長
に
再
任
し
、
活

動
方
針
を
「
経
営
課
題
解
決
の
た
め

に
同
友
会
を
使
い
倒
そ
う
」
と
し
ま

し
た
。第
二
部
で
は「
変
わ
ら
な
き
ゃ

変
え
ら
れ
な
い
～
笑
顔
の
あ
る
場
所

を
追
い
求
め
て
～
」
と
題
し
て
、
㈲

小
板
橋
産
業
、
代
表
取
締
役
・
小
板

橋
哲
也
氏
（
経
営
労
働
委
員
長
／
富

岡
安
中
支
部
）
が
体
験
報
告
を
行
い

　

五
月
二
十
日
（
月
）、
ホ
ワ
イ
ト

パ
ー
ク
を
会
場
に
第
二
〇
回
渋
川
吾

妻
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議
事
終

了
後
の
第
二
部
例
会
で
は
、
群
馬
同

友
会
・
代
表
理
事
を
務
め
る
㈱
サ
ン

テ
ッ
ク
ス
、
代
表
取
締
役
・
田
村
徳

良
氏
が
「
同
友
会
の
お
か
げ
で
今
が

あ
る
！
～
気
づ
き
と
学
び
、
そ
し
て

実
行
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営

体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
友
会
入
会
か
ら
現
在
ま
で
の
歩

み
を
、
自
社
の
経
営
課
題
や
業
績
推

掛
け
ま
し
た
。

　

例
会
終
了
後
は
部
屋
を
移
動
し
て

懇
親
会
を
開
催
。
新
年
度
を
迎
え
、

改
め
て
会
員
同
士
の
親
睦
・
交
流
を

図
っ
た
ほ
か
、
田
村
氏
が
入
会
し
て

間
も
な
く
の
懐
か
し
い
話
題
で
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

入
社
か
ら
同
友
会
と
の
出
会
い
。

ま
た
事
業
承
継
か
ら
今
日
ま
で
の
歩

み
を
赤
裸
々
か
つ
熱
量
を
持
っ
て
報

告
す
る
小
板
橋
氏
。
例
会
で
の
学
び

は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
で
成
文
化
し
た
経
営
指
針
書
を
軸

に
社
内
で
奮
闘
す
る
リ
ア
ル
な
経
営

者
像
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
周
り

を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
自

分
が
変
わ
る
事
、
重
要
で
難
し
い
」

「
心
の
こ
も
っ
た
報
告
、
明
日
か
ら

気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
た
い
！
」

と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【廃棄物処理を一元管理】
� ㈱ナカダイ
　産業廃棄物の中間処理を手掛けるナカダイグループ（㈱ナ
カダイ、代表取締役・中台澄之氏／高崎支部所属）は、顧
客企業から回収した廃棄物の管理、分析、リユース（再利用）
やリサイクル（再生）を一手に引き受ける体制を整えた。前
橋市の自社工場に分析ツールや廃プラスチックを再生素材
に加工する設備を導入。廃棄物の処理や再利用に加え、再
生も自社で手掛け、循環型の事業を推進する企業のニーズ
に応える。向こう１年で５社前後の受注を狙う。
　グループの廃棄物処理会社であるナカダイの粕川工場（前
橋市）に、回収した廃棄物を分析する情報管理ツールを導
入した。品目ごとに、どのような素材がどの程度含まれるか、
どのような手法が最適かを分析し、顧客企業にフィードバッ
クする。循環型に適した素材や製品設計への改善提案にも
つなげる。� ［５／ 24付日経］

【前橋で活力朝礼コンクール】
� ㈱ホテル松本楼
　第17回活力朝礼コンクール（県倫理法人会主催）が前橋市
の県公社総合ビルで開かれ、会員企業ら７チームが日頃の
朝礼の成果を披露した。渋川市の㈱ホテル松本楼（代表取
締役社長・松本光男氏／沼田支部所属）が最優秀賞に輝いた。
　メンバーの姿勢や声量、笑顔、進行のスムーズさなどを
ポイントに審査した。各チームは「おはようございます」「い
らっしゃいませ」といったあいさつや、企業理念などを唱
和した。� ［５／ 28付上毛］

【「ゆみまる」が初出荷】
� 赤城フーズ㈱
　県が育成したウメの新品種「群馬Ｕ６号」が今季、初出
荷を迎えた。「豊かに・実がなる・丸くてマルチなウメ」と
いう特徴にちなみ「ゆみまる」と名付けられた新たなウメは、
減少傾向にあるウメの収量確保に加え、主力品種である白
加賀の受粉樹としての期待も大きい。
　本年度は１㌧ほどの出荷が見込まれており、漬物を製造販
売する赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠山昌子氏／前橋
支部所属）によって、カリカリ梅に加工して販売される予定。
「ゆみまる」の試験段階から携わった同社の遠山昌子社長は
「種が丸いので食べやすく、実が小ぶりでカリカリ梅に適し
ている」と評価する。
　同社では県内の加工メーカーと共に、カリカリ梅の認知
度や消費拡大に取り組んでおり「『カリカリ梅といえば群馬』
というイメージを広げていきたい。そのためにも、自家受
粉できるゆみまるの拡大に期待したい」と話している。
� ［６／１付上毛］

【牛乳月間でイベント】
� 須藤牧場
　６月の牛乳月間に合わせて牛乳の消費拡大を促すイベ
ント「MOO CAFE（ムーカフェ）牧場」が１日、前橋市
住吉町の「MOO CAFE」で始まった。牛の模型で疑似搾
乳体験ができるほか、手作り雑貨の購入やスタンプラリー
などが楽しめる。29日まで。牛乳販売のヘルシーミルク、
須藤牧場（代表・須藤晃氏／前橋支部所属）、同カフェが
協力して実施。� ［６／２付上毛］

【36店が自慢の品】
� ㈲下仁田納豆
　下仁田町内外の商店や飲食店が集う「スマイルマル

シェ」が16日、同町馬山の㈲下仁田納豆（代表取締役・南
都隆道氏／富岡安中支部所属）南田本店で開かれた。近く
の下仁田あじさい園を訪れた観光客らが自慢の品を買い求
めた。
　36店がブースを設け名産のこんにゃくや桑茶、玄米のお
にぎり、クラフトコーラを売った。来場者は出店者との会
話を楽しみ、目当ての品を探した。
　下仁田納豆が６月と12月の年２回開いている。周辺の花
卉農家を応援しようとアジサイやシクラメンを並べたのが
始まりで、年々規模を大きくしてきた。今回が８回目。
　同社の南都由美さんは「町の玄関口である馬山でイベン
トをすることで下仁田の『いいもの』を知ってもらいたい」
と話した。� ［６／ 17付上毛］

【昭和村、高齢者の買い物支援】
� ㈱サンモール
　高齢者らの買い物を支援するため、昭和村は２年前に閉
店した「スーパーこいけ昭和店」の土地と建物を、北毛地
域で食品スーパーを展開する㈱サンモール（代表取締役・
藤野晃嗣氏／沼田支部所属）に貸与する。開会中の村議会
６月定例会に関連議案を提出しており、可決後に本契約を
結ぶ予定。
　貸与期間は７月１日から2029年６月30日までの５年間で、
月の売り上げの１％を賃料とする。今月28日に改修工事が
完了する見込みで、７月11日のオープンを予定している。
　村はサンモールと仮契約を締結済み。サンモールの藤野
社長は「地域に密着し、皆さまの日々の生活を豊かにして
いきたい」と話した。� ［６／ 17付上毛］

【私募債寄付】
� ㈱ユニマーク
　㈱ユニマーク（代表取締役・尾花靖雄氏／桐生支部所
属）。桐生信用金庫の「きりしんSDGs私募債『ちいきのミラ
イ』」で桐生天沼小に用品運搬ワゴン１台、電子てんびん２
台（６万円相当）。� ［６／ 21付上毛］

【所属支部変更】
　㈱アミイダ、代表取締役・阿久戸洋希氏（太田支部所属）は、
この度、「伊勢崎支部」に所属支部を変更しました。

【事務所移転】
　㈱プロタゴワークス、取締役・野尻浩美氏（高崎支部所属）
は、この度、下記の通り事務所を移転しました。
〒370-0069　高崎市飯塚町465-1　セッティエーム高崎Ｂ102

【事務所移転】
　ケルン㈱、代表取締役・乘附和子氏（富岡安中支部所属）は、
この度、下記の通り事務所を移転しました。
〒370-0074　高崎市下小鳥町83-3　アルディハウスＣ101
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日
時　

六
月
四
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、
阿
久
戸
、
吉
池
、
理
事
／
小
板

橋
、
石
原
、
小
柴
、
佐
藤
、
高
屋
敷
、

小
池
、
鈴
木
、
本
多
、
周
藤
、
神
保
、

金
子
、
池
沢
、
佐
藤
、
村
岡
、
関
口
、

事
務
局
／
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計

二
十
名
）

【
議　

事
】

　

吉
池
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
二
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
七
月
四
～
五
日
に
開
催
さ
れ
る

「
中
同
協
第
五
六
回
定
時
総
会
in
宮

城
」
の
参
加
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

②
総
務
会
よ
り
、
八
月
六
日
「
役
員

研
修
交
流
会
」
の
開
催
概
要
の
説
明

と
合
わ
せ
、
理
事
・
各
支
部
運
営
委

員
へ
の
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学　

企

業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
の
依
頼
に
つ

い
て

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
よ
り
、

企
業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
に
お
け
る

講
師
派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ
て

各
支
部
へ
の
登
壇
者
選
任
依
頼
が
共

同
求
人
委
員
会
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
二
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
〇
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

町
田
代
表
理
事
の
問
題
提
起
を
受

け
て
「
現
在
の
厳
し
い
採
用
環
境
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
」「
各
社
の
採

用
・
教
育
・
定
着
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
第
三
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
阿

久
戸
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
七
月
二
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

第２回

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


